
平成２４年３月８日
生　活　文　化　局
「水質検査に来ました」と訪問し、水道水を飲み続けるのは健康に良くない等と告げ、浄水器を執拗に勧誘していた事業者に対し業務改善指示
～千葉県と同時処分～
	本日、東京都は、「水質検査に来ました。この地域全体で検査をしています。」等と、勧誘目的を告げずに訪問し、塩素に反応する試薬を使って水道水の色が変わる様子を見せ、「この水を飲み続けるのは健康に良くないですよ。」等と不実を告げて浄水器等の販売及びレンタル契約の勧誘をしていた事業者に対し、特定商取引に関する法律（以下「法」という。）第７条に基づき、必要な措置をとるべきことを指示しました。
なお、今回の処分は、千葉県と連携し、同時に実施しました。


１　事業者の概要
事業者名　　 株式会社 両商
代表者名     代表取締役 伊藤　裕一
所 在 地　 　東京都墨田区両国三丁目２１番１４号 両国有泉ビル８０１号
設　  　立　　 昭和５８年１０月４日
業務内容　　 浄水器及び活水器の販売・レンタル（訪問販売）
売上高　　 約２,５０５万円（平成２２年１０月１日～平成２３年９月３０日）
２　勧誘行為等の特徴　

（1） 「水質検査に来ました。この地域全体で検査をしています。」等と言って集合住宅を訪問し、勧誘に先立って浄水器等の売買契約及びレンタルに係る役務提供契約が目的であることを告げていなかった。
（2） 消費者宅の台所で水道水をコップに汲んで、塩素に反応する試薬を入れ、色が変わる様子を見せながら「この水を飲んでいたら、がんの原因になります。」「この水を飲み続けるのは健康に良くないですよ。」等と言って、浄水器等を勧めていた。

（3） 「今日契約してくれれば取付けが無料でできます。」「今日取付けをしないと、後日では出張料や手数料がかかる。」等と言って、当日中の契約を迫っていた。
（4） 消費者が契約を断っているのに執拗に勧誘を続けたり、夜遅くまで勧誘を続ける等、迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘していた。
３　業務改善指示の内容
法第２条第１項に規定する訪問販売に係る行為のうち、次の事項を遵守すること。
（１） 勧誘に先立って、その相手方に対し、売買契約又は役務提供契約の締結について勧誘をする目的である旨を明らかにすること。

（２） 売買契約又は役務提供契約の締結について勧誘するに際し、その相手方に対し、法第６条第１項に定める事項につき不実のことを告げないこと。

（３） 売買契約又は役務提供契約の締結について、その相手方に対し、迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘をしないこと。
	【問合せ先】

生活文化局消費生活部取引指導課
電話　０３－５３８８－３０７３



４　業務改善指示の対象となる主な不適正な取引行為
　
	不適正な取引行為
	法の条項

	「水質検査でこの地域を回っています。」「水質検査に来ました。この地域全体で検査をしています。」等と言って消費者宅を訪問しており、勧誘に先立って浄水器及び活水器の売買契約並びにレンタルに係る役務提供契約の締結について勧誘をする目的であることを告げていなかった。

	第３条

　販売目的隠匿


	・水道水を飲み続けると健康を害するという科学的な根拠がないにもかかわらず、塩素に反応する試薬を使って水の色が変化する様子を見せながら、「この水を飲んでいたらがんの原因になります。塩素は皮膚にくっつくから皮膚がんの原因にもなります。」「このくらいの色になる水だと、髪にも肌にも良くないし、悪い成分が体に蓄積されていくので、この水を飲み続けるのは健康に良くないですよ。」「塩素は髪にも肌にも良くないし、悪い成分が体に蓄積されていくので、飲み続けると健康面にも悪影響があります。」と不実のことを告げていた。

・取付料、出張料等を設定している事実がないにもかかわらず、「今日契約してくれれば取付けが無料でできます。」「今日取付けをしないと、後日では出張料や手数料がかかる。」と不実のことを告げていた。

	第６条第１項
不実告知


	消費者が、「給料が安いのでとても払えない。」と断っているのに執拗に勧誘を続けたり、「もう夜も遅いので、これから取り付けるのはやめて下さい。」と断っているのに夜遅くまで勧誘を続ける等、迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘をしていた。

	第７条第４号

省令第７条第１号

迷惑勧誘
　


５　今後の対応
（１）指示の内容に対する改善措置について、平成２４年３月２３日（金）までに都知事あてに報告させる。
（２）指示に従わない事実が確認された場合は、所要の手続きを経た上で、業務停止命令を行う。
（参考）

　東京都内における当該事業者に関する相談の概要（平成24年3月現在まで）
	平均年齢
	平均契約額
	相談件数

	
	
	19年度
	20年度
	21年度
	22年度
	23年度
	合計

	33歳
	約38万円
	2件
	4件
	0件
	11件
	5件
	22件


千葉県に関する問合せ先
千葉県環境生活部県民生活課　調査指導室　　電話０４３－２２３－２２６２
参考資料　相談事例　




【事例２】（２０歳代　女性）


平成２２年１０月、午後８時頃、消費者Ｂ宅のインターホンが鳴ったので応答すると、「水質検査に来ました。この地域全体で検査をしています。」と言うので、Ｂは水道局員が来たと思いドアを開けた。すると、営業員乙が、この地域の水が汚れているから水質検査をするというような説明をしてＢ宅に上がった。


乙は、Ｂ宅の水道水を汲んだコップに試薬を入れ、赤っぽく変色した水をＢに見せながら、「これは塩素に反応する薬なんです。こんなに変色していますよ。」と言った。次にその水を指でかきまわすと、水が透明になった。乙は、塩素が指にくっつくから指を入れたら水の色が元に戻ったと説明し、「塩素は体に悪いし、飲み続けると病気になったりします。この水を飲んでいたらがんの原因になります。塩素は皮膚にくっつくから皮膚がんの原因にもなります。」と言うので、Ｂは不安になった。


乙は活水器を取り出し、「この活水器を使うと塩素が除去されます。」と言って活水器の購入を勧めた。Ｂは、「親に相談してからでもいいですか。」と聞いたが、乙は、「今日取付けをしないと、後日では出張料や手数料がかかるので○万円高くなる。」と言って、今日中に契約するように勧誘を続けた。Ｂは「給料が安いのでとても払えない。」と断ったが、乙が「隣のアパートの人は契約してくれた。支払いがきつい月があったら僕が代わりに払います。」としつこく勧誘を続けるので、Ｂは仕方なく活水器を契約することにした。


乙が帰ったのは夜１１時ちょっと前くらいであった。








【事例３】（２０歳代　女性）


平成２２年９月、夜９時頃、消費者Ｃ宅のインターホンが鳴ったので応答すると、「水質検査でこの地域を回っています。」と言われたので、Ｃは昼間留守にしていたから水道局員が出直して来たのかと思いドアを開けた。そこには営業員丙がいて、「この地域の水質検査で順番に回っています。今、無料でマンションの水を点検しています。」と、浄水器の勧誘が目的であることを告げずＣの部屋に上がった。


丙は、Ｃ宅の水道水を汲んだコップに試薬を入れ、水が赤紫色に変色する様子を見せながら、「これは塩素に反応する薬です。塩素は髪にも肌にも良くないし、悪い成分が体に蓄積されていくので、飲み続けると健康面にも悪影響があります。」と言った。丙の話を聞いて、Ｃは東京の水は怖いのだと思った。


そして、丙は浄水器を取り付け、「この浄水器を使えば、水は赤くなりません。」と言って、浄水器を通した水をコップに汲み、同じように試薬を入れても水の色が変わらない様子を見せた後、「悪い成分が抜けているから色が変わらないんです。」とＣに浄水器のレンタルを勧めた。Ｃは、「考える時間が欲しいので、契約は後日にしたい。」と言った。すると丙は、「今日契約してくれれば取付けが無料でできます。明日以降だと取付けが有料になってしまいます。今決断して下さい。」と勧誘を続けた。


Ｃは、「もう夜も遅いので、これから取り付けるのはやめて下さい。」と断ったが、丙が、「今日中に申込みをしてくれれば、取付けは後日でも無料でできます。」と言って、しつこく勧誘を続けるので、Ｃは丙に勧められるままに浄水器の契約をしてしまった。


丙が帰ったのは夜１１時近くだった。








同様なトラブルでお困りの方は、下記にご相談下さい。


　東京都消費生活総合センター 　０３－３２３５－１１５５（相談専用電話）





【事例１】（２０歳代　女性）


平成２３年６月、昼１２時前、消費者Ａ宅の玄関チャイムが鳴ったので応答すると、「水の点検で回っている両商です。水質検査でこの地域を回っています。お宅の水道水の水質の検査をさせてください。」と言うので、Ａが水質検査だと思ってドアを開けると、営業員甲が「今、無料で水道水を点検しています。ちょっと台所を見せてもらえますか。」と言って、浄水器の勧誘が目的であることを告げずにＡ宅に上がりこんだ。


甲は、Ａ宅の水道水を汲んだコップに試薬を入れ、水が赤く変色する様子を見せながら、「これは塩素に反応する薬です。色が濃いほど塩素の濃度が高いということです。このくらいの色になる水だと、髪にも肌にも良くないし、悪い成分が体に蓄積されていくので、この水を飲み続けるのは健康に良くないですよ。」と言った。


そして、甲は持って来た浄水器をＡ宅のキッチンに取り付け、「この浄水器を使えば水は赤くなりません。」と言って、浄水器を通した水に、同じように試薬を入れた。すると、コップの水の色は変わらなかった。


Ａは甲に、「考える時間が欲しいので、契約は後日にしたい。」と言ったが、「浄水器は数に限りがあるので、在庫が無くなってしまうかもしれません。それに、後日では取付料がかかってしまうので余計な料金が必要になります。今日の方がお得ですよ。」と勧誘を続けた。


Ａは、不満があればクーリング・オフすれば良いと考え、浄水器の契約をした。


勧誘は昼前から３時半頃までかかり、この日はＡは昼食がとれなかった。















